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へ
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し
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自
給
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の
高
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ま
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へ
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く
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「
親
し
ま
れ
る
駅
に

「
親
し
ま
れ
る
駅
に
！！
」」

　
建
替
え
工
事
が
終
わ
り
、
Ｊ
Ｒ
大
山
口
駅
の
新
駅
舎
が

　
建
替
え
工
事
が
終
わ
り
、
Ｊ
Ｒ
大
山
口
駅
の
新
駅
舎
が

完
成
し
ま
し
た
。　
　
　
　（
関
連
記
事
は
11ｐ

に
掲
載
）

完
成
し
ま
し
た
。　
　
　
　（
関
連
記
事
は
11ｐ

に
掲
載
）



2令和２年４月

みんなでやらいや！協働のまちづくりみんなでやらいや！協働のまちづくり

みんなでやらいやみんなでやらいや！！
協働のまちづくり協働のまちづくり

　

令
和
元
年
11
月
17
日
に
地
域
自
主
組
織

｢

き
ら
り
光
徳
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
地
域

の
将
来
を
見
据
え
て
、
地
域
が
抱
え
て
い

る
課
題
や
問
題
を
洗
い
出
し
、
５
つ
の
部

会
で
今
後
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
か

検
討
・
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
各
部
会
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

【
総
務
・
広
報
部
】

　

地
域
自
主
組
織
の
前
身
で
あ
る「
ま
ち
づ

く
り
光
徳
地
区
会
議
」で
は
広
報『
真
子
川
』

を
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
12
月
に
、組
織
設

立
後
第
１
号（
通
算
12
号
）を
発
行
し
、地
域

自
主
組
織
の
説
明
や
光
徳
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
の
模
様
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
四
半
期
ご
と
の
定
期
発
行
を
目
指

し
ま
す
。

【
子
育
て
活
動
部
】

　

将
来
、
光
徳
地
区
に
住
み
続
け
て
も
ら

う
た
め
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
地
元
の
良
さ

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

〈
ク
リ
ス
マ
ス
会
＋
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
〉

　

12
月
21
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
名
和
小
６
年
光
徳
チ
ー
ム
主

催
の
『
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
（
ノ
ン
ピ
）
の
ん
び
り

ウ
ォ
ー
ク
＋
ピ
ザ
作
り
』、
午
後
か
ら
ク
リ

ス
マ
ス
会
と
し
て
、
リ
ー
ス
に
飾
る
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
づ
く
り
と
ビ
ン
ゴ
大
会
を
行
い
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

〈
定
期
イ
ベ
ン
ト
〉

　

毎
月
第
３
日
曜
日
に
は
、
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
１
月
に
は
移
動
式
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
を
借
り
て
上
映
し
た
り
、
２
月
に

は｢

綿
菓
子
作
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
交
流
部
】

　

町
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
一

助
に
し
よ
う
と
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
『
ウ
ィ

ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
in
光
徳
』
を
２
月
16

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
男
性
７
名
、
女
性

５
名
の
参
加
が
あ
り
、
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や

料
理
を
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
今
回

は
残
念
な
が
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
者
の
方
か
ら
は
「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」「
次
回
開
催
も
期
待
し

て
い
る
」
な
ど
、
好
意
的
な
感
想
を
い
た

今月は	地域自主組織
	 	 『きらり光徳』
	 	 『なわのわ』です。

地
域
自
主
組
織
『
き
ら
り
光
徳
』　
始
動
!!

▲

50
名
近
い
参
加
が
あ
り
ま
し
た
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に

限
ら
ず
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る

企
画
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

【
福
祉
部
】

　

今
後
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
上
で
、実
際

に
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
課
題
を
洗

い
出
す
た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
結
果
を
検
討
・
分
析
し
、で
き
る
範
囲

内
で
、地
域
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
取

り
組
み
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
地
域
防
災
部
】

　

光
徳
地
区
内
の
各
集
落
で
組
織
さ
れ
て

い
る
自
主
防
災
組
織
で
す
が
、
集
落
ご
と

に
活
動
内
容
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
普

段
か
ら
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
る
事
例
を

情
報
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
的
な

防
災
意
識
の
底
上
げ
に
な
る
と
考
え
、
情

報
収
集
と
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
委
員
募
集
】

　
「
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
た
め
に
何

か
し
た
い
」
と
い
っ
た
方
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に

事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

き
ら
り
光
徳
事
務
局　

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
３
７
８
６

　
（
水
・
土
・
日
・
祝
日
は
休
館
）



3 令和２年４月

地
域
自
主
組
織
『
な
わ
の
わ
』

『
つ
く
る
人
』が
、つ
ど
う
場
を
つ
く
る
！

ふ
り
返
り
と
２
年
目
の
挑
戦

みんなでやらいや！協働のまちづくりみんなでやらいや！協働のまちづくり
　

昨
年
４
月
に
設
立
し
た
な
わ
の
わ
。
な

わ
ほ
（
旧
名
和
保
育
所
）
を
拠
点
と
し
、「
集

ま
る
」「
つ
な
が
る
」「
や
っ
て
み
る
」
の

３
つ
が
、
ゆ
る
や
か
に
循
環
す
る
場
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
楽
し
く
」
始
め
、「
楽
に
」
続
け
ら
れ
る

取
り
組
み
を

　

２
０
１
９
年
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、

な
わ
ほ
で
は
40
回
以
上
も
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

一
品
持
ち
寄
り
の
夕
ご
は
ん
会
「
ご
は

ん
の
わ
」、
み
ん
な
で
キ
ッ
チ
ン
を
つ
く
る

「
リ
ノ
ベ
の
わ
」
の
定
期
開
催
に
加
え
、ビ
ー

ル
と
花
火
を
楽
し
む
「
夕
涼
み
ガ
ー
デ
ン
」

や
「
く
ら
べ
る
芋
煮
会
」、
名
和
の
名
所
を

歩
く
「
な
わ
の
わ
さ
ん
ぽ
」、
正
月
飾
り
づ

く
り
「
縄
の
わ
」
な
ど
の
会
が
開
か
れ
、

地
域
内
外
の
参
加
者
同
士
の
交
流
と
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
催
イ
ベ
ン
ト
と
は
別
に
、
地

域
住
民
の
方
が
な
わ
ほ
を
利
用
し
、「
３
Ｂ

体
操
」
や
「
笑
い
ヨ
ガ
」「
は
じ
め
ま
し
て

の
短
歌
」
な
ど
の
活
動
も
。
名
和
小
６
年

生
た
ち
が
企
画
し
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

も
盛
況
で
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
な
わ
ほ

ス
ペ
ー
ス
の
使
い
方
も
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
と
き
、
な

わ
の
わ
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
楽
に
、
楽
し
く
」「
ハ
ー
ド
ル
は

低
く
」「
適
切
な
自
己
中
心
性
で
」
の
３
つ

で
す
。

　

小
さ
く
始
め
て
、
無
理
な
く
続
け
て
い

く
た
め
に
も
、
自
分
の
興
味
関
心
の
あ
る

「
自
分
ご
と
」
か
ら
始
ま
る
活
動
を
じ
わ
じ

わ
と
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

１
年
目
の
気
づ
き
を
、
２
年
目
の
新
た
な

事
業
づ
く
り
に

　

２
年
目
の
な
わ
の
わ
で
は
、
ど
ん
な
事

業
を
進
め
て
い
け
る
の
か
。
１
年
目
の
活

動
と
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
や
り
取
り
を

通
じ
て
、
地
域
に
不
足
す
る｢

場｣

の
存

在
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

｢

場｣

と
は
、｢

飲
食
店｣

｢

ま
わ
り
を
気

に
せ
ず
に
、
日
曜
大
工
が
で
き
る
場
」｢

漫

画
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
趣
味
で
集
ま
れ
る
場
」

｢

デ
ザ
イ
ン
や
情
報
発
信
な
ど
、
仕
事
に
活

か
せ
る
こ
と
が
学
べ
る
場
」｢

子
ど
も
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
践
で
き
る
場｣

な
ど
の

居
場
所
で
す
。

　

す
べ
て
を
い
き
な
り
解
決
で
き
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
が
、
色
々
な
声
を
く
み
取
り

な
が
ら
、
新
た
な
事
業
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

新
た
な
遊
び
や
居
場
所
、
小
商
い
な
ど

を
「
つ
く
る
人
」
が
集
ま
る
場
を
名
和
に

つ
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
つ
く
り
方
」

を
学
び
、ま
た
、実
践
で
き
る
場
を
つ
く
る
。

こ
れ
が
、
な
わ
の
わ
の
２
０
２
０
年
度
の

挑
戦
で
す
。

　

な
わ
の
わ
で
は
、
多
様
な
関
わ
り
方
を

探
っ
て
い
ま
す
。「
気
に
な
っ
た
」
と
い
う

方
は
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

な
わ
の
わ
事
務
局

　

naw
anow

a.info@
gm
ail.com

※facebook

ペ
ー
ジ
「
な
わ
の
わ
」
で
随

時
更
新
し
て
い
ま
す
の
で
、
最
新
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

▲「リノベのわ」では「つくる」欲が高まる人、続出！

▲今年 1 月には、下中山地域自主組織「楽しもなか
やま」の視察があり、ゆるやかな地区間交流も

▲「自分ごと」から「地域ごと」へ。個人の「やってみたい」が、
段階的な「まちづくり」につながるように。



4令和２年４月

第
６
回 

大
山
町
ま
る
ご
と
講
座

♪
中
山
の
音
楽
文
化
を
育
ん
だ

津
山
先
生
を
振
り
返
る
集
い
♪

　

第
６
回
大
山
町
ま
る
ご
と
講
座
が
、
2
月

22
日
に
中
山
生
活
想
像
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
当
時
の
教
え
子
５
名
が
ス
テ
ー

ジ
に
あ
が
り
、
中
山
の
地
に
音
楽
文
化
を
根

づ
か
せ
育
ま
れ
た
、
故
・
津
山
克
己
さ
ん
の

足
跡
を
、
来
場
者
と
と
も
に
語
り
合
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
津
山
先
生
の
娘
さ
ん
や
弟
さ
ん

を
は
じ
め
、
中
山
中
学
校
の
卒
業
生
や
音

楽
関
係
者
ほ
か
約
１
０
０
名
の
来
場
者
が
あ

り
、
当
時
の
先
生
の
指
導
の
様
子
や
吹
奏
楽

部
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
貴
重
な

写
真
や
演
奏
音
源
を
聞
き
な
が
ら
、
楽
し
く

和
や
か
に
進
行
し
ま
し
た
。

　

集
い
の
間
に
は
、
中
山
中
学
校
吹
奏
楽
部

も
演
奏
で
華
を
添
え
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

▲懐かしいエピソードが次々と語られました

▲野田特命教授による講演

今
こ
そ
魅
せ
よ
う
！
社
会
教
育
の
底
力

今
こ
そ
魅
せ
よ
う
！
社
会
教
育
の
底
力

〜
つ
な
が
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
〜

　

第
11
回
鳥
取
県
西
部
地
区
町
村
社
会
教
育

研
究
大
会
が
、
２
月
16
日
に
大
山
町
生
活
想

像
館
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
１
４
０
名

以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鷲
見
寛
幸
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
開
会

行
事
で
は
会
長
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

山
町
か
ら
は
青
少
年
育
成
に
関
す
る
活
動
が

認
め
ら
れ
、「
囲
碁
を
盛
ん
に
す
る
会
」
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
践
発
表
で
は
、
ア
マ
ゾ
ン
ラ
テ
ル
ナ
大

山
オ
フ
ィ
ス
の
貝
本
正
紀
さ
ん
か
ら
「
大
山

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
挑
戦
」
と
題
し
、
映
像
か
ら

見
え
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
鳥
取
大
学
地
域
学
部
の
野
田
邦

弘
特
命
教
授
か
ら
「
人
と
地
域
の
つ
な
が
り　

新
し
い
時
代
の
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
て
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
在
り
方
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
地
域
づ
く
り

に
お
け
る
意
識
改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て
再

認
識
し
て
い
ま
し
た
。

公民館活動しませんか？公民館活動しませんか？
　毎年、発行の公民館活動募集号を見て楽しく、

もっと活用しやすくを目指し、タイトルも『ザ・

公民館』と一新して皆さまのお手元にお届けする

ことになりました。

　各公民館のサークル活動の内容は、ジャンル別

にし、見やすくしました。サークル活動に関する

Ｑ＆Ａや「大山町まるごと講座」の開催カレン

ダー、各公民館の主催事業を写真で紹介するなど

しています。

　どうぞ、ご利用ください。



5 令和２年４月

きょういく通信きょういく通信

盤
上
の
熱
い
戦
い

盤
上
の
熱
い
戦
い

大
山
公
民
館
高
麗
分
館

交
流
を
深
め
て
活
動
し
よ
う

交
流
を
深
め
て
活
動
し
よ
う
！！

大
山
町
女
性
団
体
研
修
会

　

入
江
正
雄
記
念
杯
新
春
囲
碁
大
会
が
、
２

月
22
日
に
こ
う
れ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
24
名

が
、
碁
盤
を
は
さ
ん
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
省
略
）

【
Ａ
グ
ル
ー
プ
】

　

優　

勝　

西
尾　

和
弘

　

準
優
勝　

門
脇　

右
宗

　

第
３
位　

宮
﨑　

拓
郎

▲熱戦の様子

【
Ｂ
グ
ル
ー
プ
】

　

優　

勝　

岩
波　

宏
承

　

準
優
勝　

若
松　

省
治

　

第
３
位　

伊
木
弟
一
郎

▲手話講習

▲「ボッチャ」を体験

　

２
月
24
日
に
大
山
町
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
に
よ
る
研
修
会
が
行
わ
れ
、
会
場
の
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
い
せ
ん
に
は
約
１
０
０
名

の
会
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め

る
た
め
、
大
山
、
名
和
、
中
山
の
各
地
区
持

ち
回
り
で
、
毎
年
研
修
会
や
女
性
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
ゴ

ミ
問
題
に
つ
い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

協
議
会
の
村
尾
企
画
課
長
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
ゴ
ミ
減
量
の
た
め
に
は
ど
う
い
っ
た

活
動
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
音
読

や
手
話
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
ボ
ッ
チ
ャ
の

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
交
流
会
で

は
、
団
体
を
こ
え
た
話
も
活
発
に
行
わ
れ
、

充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲鷲見教育長に寄付を手渡す松原さん（中央）と杉谷さん（右）

大山小学校に
寄付をいただきました

　「昭和 35 年大山小学校卒業生」の皆さ

んから、大山小児童の学力向上に役立て

てほしいと、大山小学校に３万円の寄付

をいただきました。

　2 月 14 日に名和公民館で贈呈式が行わ

れ、卒業生を代表して松原慎一さんと杉

谷弘之さんから、鷲見寛幸教育長に手渡

されました。いただいた寄付金は有効に

活用させていただきます。

　ありがとうございました。
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
は
、
３
月
26
日
（
木
）
に
福
島
県
を

ス
タ
ー
ト
し
、
全
国
47
都
道
府
県
を
周
り

ま
す
。

　

鳥
取
県
で
は
、
５
月
22
日
（
金
）
〜
23

日
（
土
）
に
全
市
町
村
の
名
所
を
鳥
取
県

ゆ
か
り
の
ラ
ン
ナ
ー
が
駆
け
抜
け
ま
す
。

大
山
町
聖
火
リ
レ
ー
概
要

〇
日
時

　

５
月
22
日
（
金
）

　
　
　

17
時
02
分　

出
発
予
定

　
　
　

17
時
21
分　

到
着
予
定

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

　

大
山
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

大
山
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！！

きょういく通信きょういく通信

〇
コ
ー
ス

　

大
山
恵
み
の
里
北
側
駐
車
場

〜
大
山
町
役
場
本
庁
（
コ
ー
ス
図
参
照
）

〇
交
通
規
制

　

コ
ー
ス
は
16
時
か
ら
終
了
ま
で
全
面
通

行
止
め
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
山
恵
み
の
里
駐
車
場
は
正
午

ご
ろ
よ
り
入
場
禁
止
予
定
で
す
。
近
隣
に

お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
リ
レ
ー
出
発
時
間
は
、
当
日
の
交
通
状

況
等
に
よ
り
前
後
し
ま
す
。

〇
観
覧
可
能
場
所
に
つ
い
て

　

コ
ー
ス
上
の
歩
道
と
大
山
恵
み
の
里
、

大
山
町
役
場
本
庁
で
観
覧
が
可
能
で
す
。

駐
車
場
は
名
和
さ
く
ら
の
丘
保
育
園
裏
、

大
山
町
役
場
本
庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を		

	
	

	

募
集
し
ま
す
！

　

沿
道
で
の
警
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
申
込
み
方
法
等
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

〇
申
込
み
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
大
山
町
社
会
教

育
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
、
社
会
教
育
課
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

〇
活
動
内
容

◦
ス
タ
ー
ト
地
点
（
大
山
恵
み
の
里
駐
車

場
）
の
警
備

◦
コ
ー
ス
沿
道
の
警
備

◦
準
備
、
片
付
け
等
の
運
営
補
助

〇
定
員　

50
名

※
定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
を
締
め
切
り

ま
す
。

〇
募
集
要
件

◦
平
成
17
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
◦
日
本
語
に
よ
る
簡
単
な
意
思
疎
通
が
で

き
る
方

◦
聖
火
リ
レ
ー
当
日
、
自
力
ま
た
は
ご
家

族
の
援
助
に
よ
り
、
会
場
へ
集
合
で
き

る
方

◦
反
社
会
的
勢
力
ま
た
は
、
こ
れ
に
類
す

る
組
織
に
関
与
し
て
い
な
い
方

〇
申
込
み
期
限

　

４
月
20
日
（
月
）
17
時
ま
で

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

〇
注
意
事
項

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容
に
よ
り
聖
火
リ

レ
ー
の
様
子
を
観
覧
で
き
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

◦
鳥
取
県
実
行
委
員
会
よ
り
ス
タ
ッ
フ
Ｔ

シ
ャ
ツ
が
支
給
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◦
活
動
の
報
酬
は
無
償
で
す
。

◦
交
通
費
は
自
己
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

事
故
、
ケ
ガ
が
あ
っ
た
際
は
適
用
範
囲

内
の
対
応
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課　

生
涯
学
習
室

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

▲大山町聖火リレーコース図



7 令和２年４月

み
ん
な
が
主
役　

公
民
館
ま
つ
り

み
ん
な
が
主
役　

公
民
館
ま
つ
り

　

春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
公
民
館
ま
つ
り

が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
大
山
分
館
や
名
和
公
民
館

で
は
規
模
縮
小
し
て
の
開
催
や
中
止
の
判

断
を
し
ま
し
た
。

　

２
月
15
・
16
日
に
「
第
38
回
こ
う
れ
い

ふ
る
さ
と
祭
り
」、
２
月
22
・
23
日
に
「
第

15
回
な
か
や
ま
公
民
館
ま
つ
り
」
が
、
に

ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
日
ご
ろ
の
公
民
館
活
動
の

成
果
や
地
域
の
方
々
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
作
品
展
示
や
バ
ザ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

きょういく通信きょういく通信

▲生け花作品（こうれいふるさと祭り）

▲テゴテゴプロジェクトのコマーシャル作戦！（なかやま公民館まつり）

▲かわいい相棒と一緒に腹話術（なかやま公民館まつり） ▲華麗なダンスを披露（なかやま公民館まつり）

▲熱心に書道作品を鑑賞中（大山さんサンフェスタ）

▲大山西小3年生のリコーダー演奏（こうれいふるさと祭り）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
、
２
月
29
日
・
３
月
１
日
に
開

催
予
定
だ
っ
た
「
第
１
回
大
山
さ
ん
サ
ン

フ
ェ
ス
タ
」
は
、
規
模
を
縮
小
し
て
、
作

品
展
示
の
み
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
元
の

方
々
が
熱
心
に
作
品
を
鑑
賞
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

３
月
８
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
「
第
３

回
名
和
公
民
館
ま
つ
り
」
は
、
中
止
と
し

ま
し
た
。

　

開
催
に
向
け
て
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た

実
行
委
員
会
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
に
は

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
室
）
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No.179

『『幼幼
よ う ね ん ど う わよ う ね ん ど う わ

年童話年童話』を知っていますか？』を知っていますか？

図書　　　の紹介
  一般・文学  
☆大名倒産 上 下/ 浅田 次郎

☆竜になれ、馬になれ/ 尾崎 英子

☆抵抗都市/ 佐々木 譲

☆小説「安楽死特区」/ 長尾 和宏

☆甘夏とオリオン/ 増山 実

☆リボンの男/ 山崎 ナオコーラ

☆芥川賞直木賞秘話/ 高橋 一清

  その他  
☆スマホの中身も「遺品」です/ 古田 雄介

☆女たちのシベリア抑留/ 小柳 ちひろ

☆いちばんやさしいキャッシュレス決済の教本/ 川野 祐司

☆首里城/ 沖縄タイムス社

☆フリージングで作りおき離乳食/ 松尾 みゆき

☆３０秒で子どもの未来は変わる！/ 風間 八宏

  児童書・絵本  
☆新幹線のヒミツ/「旅と鉄道」編集部

☆美術館にいってみた/ 赤木 かん子

☆イナバさん！/ 野見山 響子

☆ねこと王さま/ ニック シャラット

☆のりまき/ 小西 英子

☆どろであそぼう/ 野坂 勇作

☆やきいもとおにぎり/ みやにし たつや

☆いっぴきぐらしのジュリアン/ ジョー トッド スタントン

　絵本はたくさん読んであげたし、自分でも開いて
読んでいたのに、物語はあまり読まないという話を
聞くことがあります。絵本から物語への移行がうま
くできなかったのかもしれません。そこをうまく橋
渡しするのが「幼年童話」です。絵が多く、文字が
大きく、文章もあまり長くないので、保育園年中か
ら小学校低学年くらいの子どもたちが、読んでもらっ
たり、自分で読んだりするのにぴったりの本です。
本館には、幼年童話のコーナーを設けていますので、
ぜひご利用ください。その一部を紹介します。

本館の「幼年童話」コーナー

どろんここぶた / アーノルド ローベル
エルマーのぼうけん / ルース スタイルス ガネット
エルマーとりゅう / ルース スタイルス ガネット
エルマーと 16 ぴきのりゅう / ルース スタイルス ガネット
あおい目のこねこ / エゴン マチーセン
こぐまのくまくん /E H ミナリック
いやいやえん / 中川 李枝子
きつねのでんわボックス / 戸田 和代
ごきげんなすてご / いとう ひろし
愛蔵版おはなしのろうそく１〜８/ 東京子ども図書館編

くまの子ウーフ / 神沢 利子
ジオジオのたんじょうび / 岸田 衿子
なぞなぞらいおん / 佐々木 マキ
なぞなぞのすきな女の子 / 松岡 享子
ネッシーのおむこさん / 角野 栄子
たからものくらべ / 杉山 亮
ふたごのでんしゃ / 渡辺 茂男

＝「ブックサード」事業＝
大山町では、入学前のお子さんに
幼年童話のリストの中からご希望
の一冊をお渡しする「ブックサー
ド」事業を行っています。



9 令和２年４月

人
権
の
つ
ぼ  

177
大
山
町
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
２
８
６

大
山
町
茶
畑
１
０
７
７
‐
３	

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
４
１
３

人
権
啓
発
研
究
集
会
に
参
加
し
て

　

差
別
や
貧
困
、
人
権
問
題
を
考
え
る
第

34
回
人
権
啓
発
研
究
集
会
が
、
２
月
26
、

27
日
の
２
日
間
、
沖
縄
県
で
開
か
れ
、
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
日
の
全
体
会
で
は
、
琉
球
大
学
の
島

袋
純
教
授
が
沖
縄
に
お
け
る
基
地
問
題
を
、

同
じ
く
同
大
学
の
上
間
陽
子
教
授
が
、
沖

縄
の
若
者
た
ち
の
置
か
れ
た
厳
し
い
現
状

に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
若
年
出
産
し
た
少
女
た
ち
の
調
査

に
基
づ
い
た
上
間
教
授
の
講
演
は
、
印
象

深
い
も
の
で
し
た
。

　

普
通
の
家
庭
環
境
で
大
事
に
守
ら
れ
て

き
た
子
と
、
自
分
自
身
で
生
活
せ
ざ
る
を

得
な
い
子
と
が
い
て
、
沖
縄
社
会
の
分
断

が
あ
る
こ
と
。

　

風
俗
業
界
で
働
く
少
女
や
若
年
出
産
者

は
、
支
援
施
設
側
か
ら
価
値
観
を
押
し
付

け
ら
れ
、
精
神
的
に
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
。

　

そ
し
て
、「
そ
の
少
女
た
ち
の
思
い
を

し
っ
か
り
聞
き
取
ら
な
い
と
本
人
の
生
活

は
変
わ
ら
な
い
。
ニ
ー
ズ
を
発
掘
・
実
現
し
、

生
き
る
こ
と
へ
つ
な
げ
る
よ
う
模
索
す
る

べ
き
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
や
各
種
支
援
施
設
な
ど
、
本
当
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
支
援
と
は
何
な
の
か

を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
で
し
た
。

　

２
日
目
の
分
科
会
で
は
、
第
１
分
科
会

に
参
加
。
徳
島
大
学
の
樋
口
直
人
准
教
授

の
ネ※

ッ
ト
右
翼
・
排※

外
主
義
者
に
つ
い
て

の
講
演
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
メ※

デ
ィ
ア
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
で
あ
る
津
田
大
介
さ
ん

か
ら
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
に
つ
い
て
の

講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

津
田
大
介
さ
ん
は
、「
ネ
ッ
ト
上
で
は
情

報
技
術
が
進
ん
で
、
差
別
扇
動
が
巧
妙
化

し
、
非
常
に
や
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

差
別
は
デ
マ
だ
と
広
ま
ら
な
い
が
、
一
部

が
事
実
だ
と
広
ま
り
や
す
い
」
と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
が
ど
こ
に
焦
点
を
当
て
て
報

道
す
る
か
に
よ
っ
て
受
け
取
る
側
の
印
象

が
異
な
る
こ
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
っ
て
、

個
人
が
テ
レ
ビ
並
み
の
影
響
力
を
持
て
る

時
代
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
映
像
や
各

種
事
例
を
通
し
て
、
と
て
も
わ
か
り
や
す

く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
、
在
日
外
国
人
や

隣
国
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み
な

ど
が
ネ
ッ
ト
を
席
捲
し
て
い
ま
す
。
国
の

法
規
制
や
大
山
町
に
お
け
る
差
別
禁
止
の

条
例
制
定
が
、
い
か
に
大
切
か
を
改
め
て

再
認
識
し
、
沖
縄
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
手
洗
い
ア
ル
コ
ー
ル
殺
菌
、
マ
ス
ク

着
用
な
ど
の
厳
戒
態
勢
で
開
催
さ
れ
た
大

会
で
し
た
。
政
治
や
メ
デ
ィ
ア
が
世
の
中

を
ど
れ
ほ
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の

か
、
自
分
な
り
に
考
え
模
索
し
、
今
後
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

参
加
者
）

※
注
釈

【
ネ
ッ
ト
右
翼
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
右
翼
的
な
言
動

を
展
開
す
る
人
々

【
排
外
主
義
者
】

外
国
人
や
外
国
の
思
想
、
文
物
・
生
活

様
式
な
ど
を
嫌
っ
て
退
け
よ
う
と
す
る

者【
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
】

市
民
運
動
の
活
動
内
容
な
ど
を
記
録

し
、
不
特
定
多
数
の
人
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
作
品
を
提
供
す
る
人

▲

平
和
を
願
っ
て
（
沖
縄
県
島
尻
郡
南
風
原
町
）
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まちの話題まちの話題

白
銀
を
舞
台
に
競
い
合
う
！

白
銀
を
舞
台
に
競
い
合
う
！

〜
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
で
ス
キ
ー
大
会
〜

　

２
月
12
日
に
、
第
48
回
大
山
国
体
記
念
ス

キ
ー
大
会
兼
大
山
子
ど
も
ス
キ
ー
大
会
兼
西

伯
郡
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
、
だ
い
せ
ん
ホ

ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
山
西
小
学
校
５
年
、
渡
辺
結
羽
選
手
の

素
晴
ら
し
い
選
手
宣
誓
で
開
会
し
た
本
大
会

で
は
、
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
光
が
降
り
注
ぐ
ゲ

レ
ン
デ
を
舞
台
に
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲開会式の様子

【国体記念スキー大会入賞者】
（町内者のみ掲載）

☆ジャイアントスラローム
　小学校低学年（男子）
　　　３位　伊　澤　悠　介　（大　山）
　　　４位　田　口　　　諒　（大　山）
　　　５位　杉　森　岳　翔　（大　山）
　　　６位　持　田　侑　大　（大　山）
　小学校高学年（男子）
　　　１位　小　椋　久　遠　（大　山）
　　　２位　兜　山　勇　輝　（大　山）
　　　４位　田　口　　　慧　（大　山）
　　　５位　金　尾　健　杜　（大　山）
　　　６位　田　島　諒　一　（大　山）
　小学校低学年（女子）
　　　１位　中　田　凛　音　（大　山）
　　　２位　椎　木　良　乙　（大　山）
　　　３位　野　川　りん子　（大　山）
　　　５位　美　甘　　　唯　（名　和）
　小学校高学年（女子）
　　　１位　伊　澤　星　良　（大　山）
　　　２位　中　田　真　央　（大　山）
　　　３位　宮　長　澄　佳　（大　山）
　　　４位　渡　辺　結　羽　（大山西）
　　　５位　杉　森　結　吹　（大　山）
　　　６位　馬　田　舞　優　（大　山）
　中学生
　　　１位　伊　澤　想　良　（大　山）
　　　２位　塚　口　あかね　（大　山）
　　　３位　中　田　花　菜　（大　山）
☆クロスカントリー
　　　　　町内出場者なし

好試合を展開！
　　平木チーム連覇

大山町卓球大会

　大山町卓球大会が、2月 9日に名和農業者トレー
ニングセンターで行われました。
　大会はダブルスでの団体戦で、15チームが熱戦を
繰り広げました。
　結果は次のとおりです。

〔上位トーナメント〕
【優　勝】平木

【準優勝】御来屋卓球同好会・松チーム

【３　位】上万Ａ

【４　位】大山中Ｂ

〔下位トーナメント〕
【優　勝】石井垣

【準優勝】塩津

▲「がんばりました！」
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まちの話題まちの話題

自
衛
官
誕
生
！

自
衛
官
誕
生
！今

後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す

今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す

新
中
学
生
へ
反
射
タ
ス
キ
寄
贈

新
中
学
生
へ
反
射
タ
ス
キ
寄
贈

　

自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会
が
、
2
月
18

日
に
役
場
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
山
町
か
ら
こ
の
春
入
隊
す
る
の
は
、
陸

上
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
で
入
隊
す
る
千
葉

海か
い
へ
い平
さ
ん
（
鈑
戸
）
で
す
。

　

激
励
会
で
は
、
千
葉
さ
ん
が
「
厳
し
い
訓

練
が
あ
る
と
思
う
が
、
同
期
の
皆
と
切
磋
琢

磨
し
、
地
域
の
助
け
に
な
れ
る
た
く
ま
し
い

自
衛
官
に
な
り
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

通
学
時
の
交
通
安
全
と
事
故
防
止
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
中
山
・
名
和
・
大
山
の
各

交
通
安
全
協
会
支
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区

の
中
学
校
へ
夜
光
反
射
タ
ス
キ
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

名
和
中
学
校
で
は
２
月
25
日
に
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
交
通
安
全
協
会
名
和
支
部

の
清
郷
雅
秋
支
部
長
が
「
中
学
生
に
な
る
と

下
校
時
間
も
遅
く
な
る
。
登
下
校
の
安
全
の

た
め
に
タ
ス
キ
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

名
和
中
学
校
保
体
・
交
通
委
員
長
の
羽
子
田

京
佑
さ
ん
と
委
員
の
長
谷
川
心
愛
さ
ん
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　このたびＪＲ大山口駅の新駅舎が完成し、竣工式

が３月８日に行われました。

　駅舎建替えにあたって、デザインは、町と連携協

定を結んでいる米子工業高等専門学校建築学科の学

生が手掛けました。

　駅舎は木のぬくもりが感じられる山小屋風の外観

で、大山の雄大さをイメージした屋根がホームから

突き出しているのが特徴です。

　式で竹口大紀町長は「ＪＲの利用者だけでなく、

周辺の人々に親しまれる駅になってほしい」とあい

さつしました。

大山口駅舎が完成！大山口駅舎が完成！

▲千葉海平さん
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お
知
ら
せ

町長の
『余白に
　書かせて！』
『余白に
　書かせて！』

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
て
い

ま
す
。
大
き
な
発
端
は
、
国
が
要
請
し

た
学
校
の
臨
時
休
業
で
す
が
、
町
で
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
対
応
を
決
め
た
の
か
、

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
２
月
27
日
夜
に
、
報
道
を
通

じ
て
初
め
て
国
の
要
請
を
知
り
ま
し
た
。

翌
28
日
に
緊
急
会
議
を
開
き
、
教
育
委

員
会
と
町
長
部
局
の
関
係
課
で
、
そ
の

時
点
ま
で
に
収
集
し
た
情
報
を
元
に
協

議
し
、「
３
月
２
日
ま
で
を
準
備
期
間
と

し
て
、
３
月
３
日
か
ら
臨
時
休
業
と
す

る
」
な
ど
の
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
協

議
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
感
染
拡
大
防
止
」

「
子
ど
も
の
学
力
を
可
能
な
限
り
担
保
」

「
保
護
者
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
」
で
す
。

　

県
内
に
ま
だ
発
症
者
が
い
な
い
こ
と
な

ど
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
私
自
身
や
会
議

の
出
席
者
の
中
に
も
早
期
の
臨
時
休
業

に
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
感

染
症
に
関
す
る
未
知
の
部
分
が
多
い
こ
と

か
ら
、
最
終
的
に
は
よ
り
安
全
な
方
策

で
あ
る
臨
時
休
業
が
必
要
だ
と
判
断
し

ま
し
た
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に
登
録
し
て

い
な
い
共
働
き
世
帯
は
、
子
ど
も
の
預
け

先
が
な
い
と
い
う
課
題
に
は
、
教
育
委
員

会
と
学
校
の
協
力
に
よ
っ
て
、
自
習
を
す

る
子
ど
も
の
受
け
入
れ
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

県
内
自
治
体
の
半
数
以
上
が
３
月
２

日
か
ら
臨
時
休
業
な
の
に
、
な
ぜ
大
山

町
は
１
日
遅
い
の
か
と
の
ご
意
見
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
現
時
点
で
振
り
返
る
と
、

「
自
主
学
習
に
向
け
た
準
備
」
や
「
子

ど
も
の
預
け
先
の
確
保
」
と
い
う
面
に
お

い
て
、わ
ず
か
１
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

対
応
を
す
る
た
め
に
必
要
な
時
間
だ
っ
た

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
方
針
を
決
定
し
、
町
と
し

て
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
、

現
場
で
動
く
教
員
や
職
員
の
対
応
力
と
、

保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
向
を
見
極
め

な
が
ら
で
あ
り
、
国
や
県
の
要
請
に
た

だ
単
に
従
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
後
も
状
況
が
頻
繁
に
変
わ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
の
情
報

共
有
を
し
っ
か
り
と
行
い
な
が
ら
、
楽
観

的
に
も
悲
観
的
に
も
な
ら
ず
、
基
礎
自

治
体
と
し
て
安
心
感
の
あ
る
対
応
を
し

て
い
き
ま
す
。

（
文
責
／
町
長　

竹
口
大
紀
）

ネットショッピング、テレビショッピングなどネットショッピング、テレビショッピングなど
通信販売はクーリングオフ制度対象外です！通信販売はクーリングオフ制度対象外です！

＊販売店の返品特約（条件）をよく確認しましょう。＊販売店の返品特約（条件）をよく確認しましょう。

はい！ 消費生活相談窓口ですはい！ 消費生活相談窓口です
くらしに役立つ情報や最新の消費生活トラブルをお伝えします。
知っておくと適切な対応ができます。

【事例１】
インターネットで服を注文。商品が届き着てみたら、
大きすぎるので着ることができない。ショップに返
品したいと連絡をいれたが、「お客様の都合での返品
は受けない」と表示もしているので受け付けないと
言われた。
【事例２】
テレビショッピングで３袋セットの健康食品を電話
で申し込んだ。その時に、返品について何か言われ
たが気にしていなかった。商品が届いてすぐ１袋目
を開けて飲んでみたが、粒が大きく飲みたくないの
で、販売店に２袋返品したいと電話で話したが、返
品できないと言われた。

【アドバイス】
●�通信販売（インターネットショッピング、テレビ
ショッピングなど、自分の意思で申し込む買い物）
には、クーリングオフ制度はありません。
●�返品については事業者が決めた特約（返品特約）
に従うことになります。
●�「返品特約」が定められていない場合、商品を受
け取った日を含めて8日以内であれば、消費者が
送料を負担し返品できます。
●�通信販売で商品等を購入する際は、事前に返品の
可否や、返品・交換が可能な場合の条件などをよ
く確認しましょう。

＊お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。
　大山町役場住民課		  ☎ 0859-54-5210（平日）
　鳥取県消費生活センター	 ☎ 0859-34-2648（平日・土・日）

あ
れ
…

　
　
返
せ
な
い
？



13 令和２年４月

お
知
ら
せ

〜簡素で効率的かつ効果的な行財政運営の実現を目指して〜

第５次町行財政改革審議会が答申

（※1)AI …	 Artificial　Intelligence の略。人工知能のことを指し、人間がコンピューターに対してあらかじめ分析上注目すべき要
素を全て与えていなくとも、コンピューター自らが学習し、一定の判断を行うこと等が可能となる。

（※2)RPA…	 Robotic Process Automation の略。これまで人間が行ってきた定型的なパソコン操作をソフトウェアのロボットによ
り自動化するもので、ＲＰＡを導入することにより、業務自動化による生産性の向上が期待される。

【第5次行財政改革大綱（計画年度：令和２年度〜５年度）の体系図】

　

町
で
は
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
第
５
次

行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定
及
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
昨
年
６
月
、
大
山
町
行
財
政
改

革
審
議
会
（
馬
田
栄
司
会
長
・
委
員
10
名
）
に
諮
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
町
行
財
政
改
革
審
議
会
で
は
、
８

回
に
わ
た
り
慎
重
な
審
議
を
重
ね
、
令
和
２
年
度
～

５
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
行
財
政
改
革
大
綱
と
集
中

改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
ま
と
め
、
２
月
12
日
に
竹
口

町
長
へ
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
答
申
を
基
に
行
財
政
改
革
を
進
め
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
継
続
的
に
改
革
・

改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

第
５
次
大
山
町
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▲第８回審議会で町長に答申する馬田会長（右）
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お
知
ら
せ

子どもたちのよりよい未来のために
　このたび、大山町では（一社）健康・医療・教育情報評
価推進機構と調印し、リアルワールドデータ株式会社の支
援のもと、すべてのお子さんの乳幼児健診や学校健診の結
果をデジタル化し、保護者やご本人に無償で還元するとい
う取り組みを開始することになりました。また、匿名化さ
れた集計情報を用いて、町における健康福祉の政策立案の
基礎資料としたり、全国レベルの集計情報については、未
来の子どもたちのためのよりよい商品開発や、予防医療の
ための学術研究にも活用されます。
　健診結果をデジタル化して住民一人一人に提供するとい
うことは、保護者がお子さんの成長を確認できるという喜
びのみならず、個人が電子生涯健康手帳（PHR）の一環と
して、将来にわたって健康の記録を保持できるという意味
を持ちます。PHRは、いつの日か皆さんが医療機関を受療
する際などに医師と情報共有することで、より効果的な医
療を受けたり、重症化予防のためにも大いに役に立つと期
待されています。
　いいかえれば、健康を医者任せ、他人任せにするのでは
なく、「健康の主役は自分自身である」という意識を持つきっ
かけにもなればと期待しています。

京都大学大学院医学研究科　教授
健康・医療・教育情報評価推進機構（HCEI）
　　　　　　　　常務理事　川上　浩司

協
会
け
ん
ぽ
鳥
取
支
部

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　

令
和
２
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
の
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

鳥
取
支
部
の
健
康
保
険
料
率
と
介
護

保
険
料
率
（
全
国
一
律
）
が
変
更
と
な

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
（
介
護
保

険
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、
健
康
保

険
料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ
り

ま
す
。

※
賞
与
に
つ
い
て
は
、
支
給
日
が
３
月

1
日
分
か
ら
変
更
後
の
保
険
料
率
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

	

協
会
け
ん
ぽ
鳥
取
支
部

	

　
　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ
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令和２年2月分
（3月納付分）まで

令和２年３月分
（4月納付分）から

10.00% 9.99%

介介護護保保険険料料率率

令和２年２月分
（３月納付分）まで

令和２年3月分
（４月納付分）から

1.73% 1.79%

健健康康保保険険料料率率

一
般
社
団
法
人
健
康
・
医
療
・
教
育
情
報
評
価
推
進
機
構
と
の
連
携

乳
幼
児
・
学
校
健
診
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
取
り
組
み
ま
す

　

人
は
、
一
生
を
通
じ
て
多
く
の
健
診
や

医
療
を
受
け
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
情
報
は

所
管
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
紙
の
情
報
も
多
く
、

一
生
を
通
じ
た
健
康
管
理
が
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
、
１
つ
の
情
報
と
し
て
繋
げ
、

個
人
に
還
元
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
繋
が
っ
て
い
な

か
っ
た
乳
幼
児
期
と
学
齢
期
の
デ
ー
タ
を

繋
げ
、
そ
の
健
診
情
報
や
レ
ポ
ー
ト
を
個

人
に
無
償
で
還
元
し
て
い
く
と
と
も
に
、

匿
名
化
さ
れ
た
情
報
を
も
と
に
予
防
医
療

の
分
野
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
健
診
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

い
、令
和
２
年
度
実
施
の
１
歳
６
か
月
児
・

３
歳
児
健
診
か
ら
健
診
票
を
マ
ー
ク
シ
ー

ト
式
に
変
更
し
ま
す
。健
診
内
容
や
受
診
方

法
は
今
ま
で
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
対

象
の
方
に
は
個
別
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

学
校
健
診
は
、
中
学
校
３
年
時
に
、
小

学
校
１
年
か
ら
中
学
校
３
年
ま
で
の
９
年

間
分
の
健
診
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
レ

ポ
ー
ト
と
い
う
形
で
各
家
庭
に
還
元
い
た

し
ま
す
。
付
随
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
こ
と
で
、
携
帯
端
末
等
で
将
来
に
わ
た

り
健
診
情
報
を
本
人
が
保
存
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
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15 令和２年４月

お
知
ら
せ

国民健康保険の加入・脱退手続きはお済みですか？

　

名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
可
燃

ご
み
や
可
燃
粗
大
ご
み
を
焼
却
し
て
い
ま

す
。
毎
日
焼
却
後
の
灰
の
中
か
ら
、
燃
え

残
っ
た
不
燃
部
分
の
金
属
や
鉄
、
も
と
も

と
可
燃
ご
み
の
中
に
入
っ
て
は
い
け
な
い

不
燃
ご
み
な
ど
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
量

は
、
な
ん
と
バ
ケ
ツ
1
杯
分
で
す
。
こ
う

し
た
不
燃
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
と
焼
却

炉
の
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

可
燃
部
分
と
不
燃
部
分
が
一
緒
に
な
っ

た
ご
み
は
、
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
に
き

ち
ん
と
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課

☎
０
８
５
９
‐
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不
燃
ご
み
の
混
入
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　職場の健康保険をやめた時、また、就職して職場の

健康保険に加入した時は、役場で国民健康保険の加入・

脱退の手続きが必要です。

　原則 14 日以内に手続きをしましょう。

【加入の届出が遅れた場合】
●�国民健康保険税は、資格を得た月までさかのぼって

納めることになります。

●�保険証がない間の医療費は、全額自己負担になりま

す。

職場を退職後の健康保険は？
①健康保険を任意継続

退職後原則 20 日以内に職場へ申請すれば、職場

の健康保険に引き続き 2 年間加入できる場合があ

ります。

職場の健康保険担当者にご確認ください。

②健康保険の扶養認定
家族の健康保険に扶養家族として認定されない

か、家族の職場へご確認ください。

③国民健康保険に加入
①及び②に該当しない場合は国民健康保険に加入

の手続きをしてください。

【脱退の届出が遅れた場合】
●�国民健康保険が負担した医療費を返還していただく

場合があります。

●�他の健康保険に加入しても、国民健康保険脱退の届

出をしないと国民健康保険税は請求されます。国民

健康保険脱退の手続きは、職場ではしてもらえませ

んので、役場で手続きをお願いします。

手続きに必要なもの
加入には、退職証明書または資格喪失証明書、脱

退には、職場の保険証が必要です。

そのほかに、対象者と世帯主の個人番号確認書類

と、本人確認ができる運転免許証などが必要とな

ります。

◆加入・脱退届け先　住民課及び各支所総合窓口室
同時に国民年金の届けが必要ない手続き（職場の健

康保険加入による国保脱退手続き等）は、健康対策

課（保健福祉センターなわ）でも受付できます。

◆問い合わせ先
　健康対策課　☎０８５９−５４−５２０６

▲

焼
却
炉
か
ら
出
て
き
た
不
燃
ご
み

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
飲
料
、
め
ん
つ
ゆ
、

み
り
ん
等
の
容
器
）
は
、
き
れ
い
に
洗
い
、

ふ
た
・
ラ
ベ
ル
を
と
り
、
他
の
ご
み
と
混

ぜ
な
い
で
つ
ぶ
さ
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
油
、
ソ
ー
ス
な
ど
、
き
れ
い
に
な
ら
な

い
も
の
は
可
燃
ご
み
へ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
正
し
く

分
別
し
ま
し
ょ
う
！

◆
資
源
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
不
燃
性
粗
大

ご
み
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
直
接
持
込
み
の

問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
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このマークがあれば
回収できます！



16令和２年４月

お
知
ら
せ

犬の登録と狂犬病予防注射犬の登録と狂犬病予防注射
　生後91日以上の犬の飼い主の方は、狂犬病予防法により、犬の登録と毎年１回の狂犬病予防注射を受けさせる
ことが義務付けられています。すべての飼い犬に登録と予防注射を行い、「鑑札」「狂犬病予防注射済票」の交付を
受けてください。
　集合注射は政府における４月以降の新型コロナウイルス感染症対策の方針決定により、延期または中止となる場
合があります。ご参加を予定されている皆様には、大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いし
ます。変更等がありましたら改めてご案内します。

◆問い合わせ先	 住民課	 ☎０８５９−５４−５２１０
	 中山支所地籍調査課総合窓口室	 ☎０８５８−５８−６１１１
	 大山支所建設課総合窓口室	 ☎０８５９−５３−３３１１

狂犬病予防注射（集合注射）日程
月　　日 時　間 場　　　所

4 月 9 日（木）

13：30 〜 13：40 中山ふれあいセンター

13：55 〜 14：10 農協旧上中山支所

14：25 〜 14：40 中山公民館

14：50 〜 15：00 農協旧逢坂支所

4 月 10 日（金）

13：30 〜 13：50 古文原ふるさと会館

14：05 〜 14：25 御来屋漁村センター前

14：40 〜 15：00 旧光徳小学校校舎東側

4 月 13 日（月）
13：30 〜 13：50 梶原公民館

14：15 〜 14：30 香取開拓農協

4 月 14 日（火） 13：30 〜 14：10 高麗コミュニティセンター

4 月 15 日（水）
13：30 〜 14：00 大山公民館

14：10 〜 14：25 中高ふれあい文化センター

4 月 16 日（木）

13：30 〜 14：10 大山農村環境改善センター

14：25 〜 14：35 大山自治会館

14：45 〜 15：00 赤松公民館

6 月 1 日（月）

13：30 〜 13：40 大山町役場中山支所

14：00 〜 14：15 保健福祉センターなわ

14：35 〜 14：50 大山公民館

犬の登録と狂犬病予防注射済票の交付手続きができる動物病院

○その他　飼い犬が死亡した場合、犬の所在地や飼い主が変わった場合は、下記まで必ずご連絡ください。

○必要なもの
◦『狂犬病予防注射済票交付申請書』
　（すでに飼い主の方には送付済みです）

◦犬の登録証（黄緑色）
◦手数料
　登録済みの場合　3,100円
　未登録の場合　　6,100円
　内訳）注射済票交付手数料	 550円
　　　　狂犬病予防注射料金	2,550円
　　　　新規登録手数料	 3,000円

　下記動物病院でも、犬の登録と狂犬
病予防注射済票の交付手続きができま
す。
　『狂犬病予防注射済票交付申請書』、
犬の登録証と手数料を必ず持参してく
ださい。

病院名（所在地） 電話番号
ナスパル動物病院（大山町） 0858-58-2060

しん動物病院（米子市） 0859-56-2180

山本動物病院（米子市） 0859-32-0900

ヒルズ動物病院（米子市） 0859-36-9276

レオ動物病院（米子市） 0859-30-2735

ふじい動物病院（米子市） 0859-21-8808

あかいどうぶつ病院（米子市） 0859-21-8719

米子動物医療センター（米子市） 0859-32-8082

山崎動物病院（米子市） 0859-24-4076

ａｉ動物クリニック（米子市） 0859-35-0031

ピッコロ動物病院（米子市） 0859-22-5668

木嶋動物病院（伯耆町） 0859-68-5300

やじまアニマルクリニック（境港市） 0859-47-1550

病院名（所在地） 電話番号
たかもり動物病院（境港市） 0859-44-8171

よしの犬猫病院（境港市） 0859-21-7541

大平動物病院（琴浦町） 0858-55-7350

みぃ動物病院（琴浦町） 0858-53-1606

種子動物病院（琴浦町） 0858-52-2910

ハワイ動物病院（湯梨浜町） 0858-35-3618

倉吉動物医療センター
山根動物病院（倉吉市）

0858-26-0839

アン動物病院（倉吉市） 0858-22-3451

木原ペットクリニック（倉吉市） 0858-22-7722

さわずみ動物病院（倉吉市） 0858-24-6128

ゆうアニマルクリニック（倉吉市） 0858-24-6621

うえの動物病院（北栄町） 0858-36-5116

集合注射は、
延期または中止となる場合があります。



17 令和２年４月

お
知
ら
せ

　

現
在
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
任
期
が
令
和
２
年
７
月
19
日

を
以
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
次
期
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
任
期
は
、３
年
間
で
す
。

（
令
和
２
年
７
月
20
日
〜
令
和
５
年
７
月
19

日
ま
で
）

　

特
に
、
女
性
や
若
者
の
積
極
的
な
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

４
月
６
日
（
月
）
〜
５
月
８
日
（
金
）

※
応
募
状
況
等
に
よ
り
、
募
集
期
間
を
延

長
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

◦
農
業
委
員
：
15
人

※
法
令
に
よ
り
、
認
定
農
業
者
が
農
業
委

員
の
過
半
を
占
め
る
こ
と
、
農
業
委
員

会
の
所
掌
事
項
に
利
害
関
係
を
有
し
な

い
者
（
中
立
委
員
）
を
1
人
以
上
含
め

る
こ
と
等
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

◦
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
：
15
人

（
中
山
地
区
５
人
、
名
和
地
区
５
人
、
大

山
地
区
５
人
）

【
農
業
委
員
の
主
な
職
務
】

①
農
地
法
等
の
権
限
事
務（
農
地
の
権
利
移

動
、転
用
の
許
可
等
）の
審
議
及
び
決
定

②
農
地
の
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
業
務

大
山
町
農
業
委
員・農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

（
担
い
手
へ
の
農
地
集
積･

集
約
化
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止･

解
消
）

③
農
家
か
ら
の
相
談
対
応
及
び
農
家
へ
の

助
言･

指
導

④
そ
の
他
関
係
法
令
に
基
づ
く
業
務

【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
主
な
職
務
】

①
農
業
委
員
が
行
う
農
地
法
等
の
権
限
事

務
（
農
地
の
権
利
移
動
、転
用
の
許
可
等
）

に
対
す
る
補
完
業
務･

助
言
等 

②
農
地
の
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
業
務

（
担
い
手
へ
の
農
地
集
積･

集
約
化
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止･

解
消
）

③
農
家
か
ら
の
相
談
対
応
及
び
農
家
へ
の

助
言･

指
導

④
人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
た
話
し

合
い
へ
の
積
極
的
な
参
加

⑤
そ
の
他
関
係
法
令
に
基
づ
く
業
務

【
応
募
資
格
】

◦
農
業
委
員

　

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
等

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
項

そ
の
他
の
農
業
委
員
会
の
所
掌
事
項
に
つ

い
て
、
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
者
。

◦
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱

意
と
識
見
を
有
し
、
そ
の
職
務
を
適
切
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
者
。

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、農
業
委
員･

農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復

権
を
得
な
い
者

②
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

　

詳
し
く
は
、
大
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
５

防犯カメラを
設置しました

【設置場所】
◦役場本庁、中山支所、大山支所

◦保健福祉センターなわ

　町では、役場に来庁される皆様が、安全・

安心にご利用いただけるよう、防犯カメラを

設置しました。

　プライバシーに配慮した適切な管理を行っ

てまいります。運用開始は、令和２年４月１

日からです。

◆問い合わせ先

　総務課　☎０８５９- ５４- ５２０１

大山町公式SNS大山町公式SNS
フォローよろしくお願いします！

スマートフォンなどで以下のQRコードを読み込んでください。

　　　LINE　　　　　　　　 　　Twitter



18令和２年４月

お
知
ら
せ

高齢になっても
自らの能力を最大限に生かし自らの能力を最大限に生かし
住み慣れた地域で生活するため、住み慣れた地域で生活するため、

これらの事業を行っています

認知症の方やそのご家族の方が安心して生活するために認知症の方やそのご家族の方が安心して生活するために

買い物や受診をするための交通手段がない方へ買い物や受診をするための交通手段がない方へ

高齢者等見守りネットワーク事前登録制度

認知症などにより行方が分から

なくなる恐れのある方を事前に

登録し、不明時に関係機関と連

携を取り、早期に発見して本人

の安全を確保します。

備考	 申請には直近の写真（顔

と全身の２枚）が必要です。

スマイル大山号（デマンドバス）

予約型の乗り合いバスです。集

落の集会所等と目的地の間、目

的地と目的地の間の利用ができ

ます。

認知症サポーター講座

認知症になっても地域で安心し

て暮らせるよう、認知症を正し

く理解し、認知症の方や家族の

応援者を育成するための講座を

行います。

対象	 地域や職場、学校など

タクシー助成制度
バス等一般の交通機関の利用が

困難な方のタクシー乗車代金の

一部を助成します。

介護家族のつどい

家族を介護している仲間同士で

情報交換や相談、交流をしてい

ただく場です。また、個別の相

談にも応じます。

実施	 月１回

場所	 保健福祉センターなわ

外出支援サービス事業

乗り降りに介助が必要で、公共

交通機関の利用が困難な方を移

送用車両で医療機関まで送迎し

ます。

１人暮らし等で何かあったときに不安がある方へ１人暮らし等で何かあったときに不安がある方へ

緊急通報装置設置費補助金

急病や火災など緊急時に素早く対応できるよう、

緊急通報装置を設置する場合に、設置費用（ただ

し 20,000 円が上限）を補助します。県から認定を

受けている業者の装置が対象となります。必ず設

置される前に申請してください。

緊急医療情報キット配布事業

持病や服薬情報、連絡先などを記入した用紙を自

宅の冷蔵庫に保管しておき、緊急時に備えるもの

です。かけつけた救急隊が情報を確認することで、

適切で迅速な処置が可能となり、ご家族への連絡

もスムーズに行えます。



19 令和２年４月

お
知
ら
せ

運動不足を解消し筋力を維持して要介護状態となることを予防したい65歳以上の方へ運動不足を解消し筋力を維持して要介護状態となることを予防したい65歳以上の方へ

各集落や自主組織等、集まりやすい場を利用して健康を保つための活動を行う場合に各集落や自主組織等、集まりやすい場を利用して健康を保つための活動を行う場合に

水中ウォーキング教室

プールの中で行う生活習慣病予防に効果的な運動

です。運動不足の解消になります。

実施	 １クール（10 回）×６クール

	 13 時 30 分〜 14 時 30 分

場所	 ＪＳＳ米子スイミングスクール

費用	 １クール 3,000 円（10 回分の自己負担）

備考	 水着、水泳帽等は各自でご用意ください。

地域介護予防活動支援事業補助金

高齢者の心身の健康を保ち、地域の支え合い体制

を強めることを目的として、定期的に“通いの場”

を提供する活動に対して補助を行います。

対象	 地域自主組織、自治会、特定非営利活動法人等

実施	 月２回以上、１回２時間以上、１回５人以上

金額	� １回あたりの人数に 2,000 〜 3,000 円を乗

じた額。ただし年間 144,000 円が上限。

備考	� 活動内容は問いませんが営利や政治・宗教

を目的としたものは除きます。毎回の活動

について参加者数等の記録が必要です。

リハビリテーション専門職派遣事業

リハビリテーション専門職（理学療法士、作業療

法士等）が、転倒予防などに適切な運動指導や講演、

助言を行います。

対象	 住民主体の団体（自治会・サークルなど）

回数	 １団体につき年３回以内

時間	� １回あたり 60 分〜 90 分程度

費用	� 無料（町が派遣費用を負担します）

備考	� 希望日の１ヵ月前までにお申込みください。

講師との日程調整が困難な場合お断りする

こともあります。

３Ｂ体操教室

ストレッチ体操のほか、専用の用具を使って、音

楽に合わせて体を動かします。

実施	 ３会場×月２回

	 ９時 30 分〜 11 時

場所	 中山農村環境改善センター

	 保健福祉センターなわ

	 保健福祉センターだいせん

備考	� 参加無料ですが会員登録と用具購入が必要

です。

水中運動教室

水中で運動や歩行の指導をします。水中ウォーキ

ング教室よりやや軽い運動です。

実施	 １クール（16 回）×５クール

	 10 時 45 分〜 12 時

場所	 ラピスパ温泉プール

費用	 １クール 4,800 円（16 回分の自己負担）

備考	 水着、水泳帽等は各自でご用意ください。

介護予防や健康の維持、介護予防や健康の維持、
仲間づくりにも！仲間づくりにも！

詳しくは、お気軽にお問い合わせください。
これらの事業のほか、介護や障害のサービス
もあります。ぜひ、ご相談ください。

◆問い合わせ先
　福祉介護課
	 ☎０８５９−５４−５２０７
　地域包括支援センター
	 ☎０８５９−５４−２２２６



20令和２年４月

お
知
ら
せ

　

次
の
対
象
車
両
を
お
持
ち
で
軽
自
動
車

税（
種
別
割
）の
減
免
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

納
期
限
ま
で
に
役
場
税
務
課
ま
た
は
、
各

支
所
総
合
窓
口
室
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施
行
に
よ
り
、

申
請
時
に
減
免
を
受
け
る
方
の
個
人
番
号

及
び
身
元
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
前
年
度
に
申
請
し
た
内
容
に
変
更
が

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
自
動
継
続
に
よ
る

減
免
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
減
免
を
希
望

さ
れ
る
方
は
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
減
免
は
1
人
に
つ
き
1
台
限
り

で
す
。
ま
た
、
普
通
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
減
免
と
の
重
複
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
対
象
車
両

　

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
軽
自

動
車
な
ど

①
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
及
び
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
方
（
以
下
、
身
体
障
害

者
等
と
い
う
。）
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

な
ど
で
、
本
人
ま
た
は
家
族
が
運
転
す

る
も
の

②
身
体
障
害
者
等
と
生
計
を
同
じ
に
す
る

家
族
が
所
有
し
て
い
る
軽
自
動
車
な
ど

で
家
族
の
方
が
運
転
す
る
も
の

税
務
課
か
ら
　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

減
免
申
請
は
お
忘
れ
な
く
! !

③
身
体
障
害
者
等
、
ま
た
は
身
体
障
害
者

等
と
18
歳
未
満
の
者
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
で
、
常
時
介
護
す
る
方
が
運
転
す
る

も
の

※
こ
の
他
に
、
障
害
の
等
級
が
要
件
に
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
税
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
間

　

4
月
1
日
（
水
）
〜
4
月
30
日
（
木
）

◆
必
要
書
類

◦
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か

◦
印
鑑

◦
運
転
者
の
運
転
免
許
証

◦
申
請
者
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
も
し

く
は
「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
及
び
身

元
確
認
書
類
」
の
い
ず
れ
か

◆
問
い
合
わ
せ
先　

	

税
務
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８

　

令
和
２
年
度
の
固
定
資
産
税
の
縦
覧
（
閲

覧
）
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
固
定
資

産
税
の
縦
覧
と
は
、
納
税
者
が
所
有
す
る

土
地
・
家
屋
の
価
格
が
適
正
で
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
縦
覧
帳
簿
に
よ

り
他
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
　
覧
…
縦
覧
帳
簿

【
期
間
】
4
月
1
日
〜
5
月
31
日

（
土
・
日
・
祝
は
除
く
）

【
場
所
】
税
務
課

◆
縦
覧
で
き
る
方

　

土
地
ま
た
は
家
屋
を
所
有
す
る
納
税
者

（
課
税
標
準
額
が
免
税
点
未
満
の
方
は
税
負

担
が
な
い
た
め
、縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。）

※
土
地
、
家
屋
の
い
ず
れ
か
一
方
の
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
資
産
の

み
の
縦
覧
と
な
り
ま
す
。

※
納
税
管
理
人
、
同
世
帯
の
方
も
縦
覧
で

き
ま
す
。

◆
縦
覧
で
き
る
内
容

○
土
地
…
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

価
格

○
家
屋
…
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
、
価
格

固
定
資
産
税
の縦覧・閲

覧

※
所
有
者
・
課
税
標
準
額
は
記
載
さ
れ
ま

せ
ん
。

◆
縦
覧
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
納
税
通
知
書

（
前
年
度
分
で
も
可
）、
ま
た
は
運
転
免

許
証
な
ど
）

◆
手
数
料　

無
料

◆
そ
の
他

　

縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
。

閲
　
覧
…
名
寄
帳

【
期
間
】
閲
覧
期
間
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
縦
覧
期
間
中
は
手
数
料
が
異
な
り
ま

す
。

【
場
所
】
税
務
課
、
各
支
所
総
合
窓
口
室

◆
閲
覧
で
き
る
方

　

納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、
同
世
帯

の
方

◆
閲
覧
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
納
税
通
知
書

（
前
年
度
分
で
も
可
）、
ま
た
は
運
転
免

許
証
な
ど
）

◆
手
数
料

　

縦
覧
期
間
中
は
閲
覧
料
は
無
料

◆
そ
の
他

　

名
寄
帳
の
コ
ピ
ー
は
1
枚
に
つ
き
20
円

必
要
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　
　

税
務
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
８



21 令和２年４月

お
知
ら
せ

連休の公共サービスは
役　　場
窓口業務

町立図書館
（本館）

診　　療　　所
（名和・大山・大山口）

公　民　館
（中山・名和・大山）

名和クリーン
セ ン タ ー

ス マ イ ル
大 山 号

４／ 29（水） 休　業
休　館

休　診 休　館 休　業 運　休
４／ 30（木）

平常どおり 平常どおり
平常どおり

平常どおり
運　行５／１（金）

平常どおり
５／２（土）

休　業 休　診 休　業
５／３（日）

休　館 休　館 運　休
５／４（月）

５／５（火）

５／６（水）

５／７（木） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 運　行

①�休業中は戸籍の受付を本庁の日直・宿直がしております。住民票など各種証明は、休業日の前日（４月28日または５月１日）
の午後４時までに予約申込された方に休日交付します。（戸籍の証明は休日交付できません）
②ごみ収集については、各家庭にお配りしております収集日程表をご覧ください。

◆問い合わせ先　住民課　☎ 0859-54-5210　 中山支所総合窓口室　☎ 0858-58-6111　大山支所総合窓口室　☎ 0859-53-3311
◆各施設の連絡先
	 町立図書館	 ☎ 0858-49-3010		  大山診療所　　 ☎ 0859-53-8002
	 中山公民館	 ☎ 0858-58-2334		  名和診療所　　 ☎ 0859-54-2068
	 名和公民館	 ☎ 0859-54-2688		  大山口診療所　 ☎ 0859-53-3990
	 大山公民館	 ☎ 0859-53-3003		  名和クリーンセンター ☎ 0859-54-5352

スマイル大山号予約センター
☎0800-200-4894

地
域
お
こ
し
研
究
員
（
協
力
隊
）

松松  
浦浦   

   

生生  

（
い
く
る
）

（
い
く
る
）
の
活
動
記

Vol.2

　

鳥
取
大
学
地
域
学
部
３
名
と
農
学
部
１

名
、
慶
應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
５
名
の
計
９

名
の
大
学
生
が
、
昨
年
10
月
か
ら
始
ま
っ

た
「
だ
い
せ
ん
週
末
住
人
」
制
度
（
※
）

を
使
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
ド
ロ
ー
ン
の
産
業
活
用
」「
演
劇
が
ま

ち
に
も
た
ら
す
効
果
」「
地
域
に
お
け
る
お

祭
り
の
意
味
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
探
求

テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
、
テ
ー
マ
に
応

じ
て
町
の
皆
さ
ん
に
お
会
い
し
た
り
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
自
分
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
企
画
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
週
末
住
人
の
9
人
は
、
地
域
の

一
員
と
し
て
暮
ら
す
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
て
、
こ
れ
ま
で
計
13
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
で

の
役
割
を
得
な
が
ら
、
自
分
で
つ
な
が
り

を
広
げ
る
こ
と
が
、「
暮
ら
し
た
い
」「
挑

戦
し
た
い
」「
貢
献
し
た
い
」
と
い
っ
た
思

い
を
育
む
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

大
山
町
周
辺
で
の
就
職
や
就
農
を
検
討

し
た
り
、
期
間
後
も
継
続
的
に
町
の
活
動

に
関
わ
る
方
法
を
模
索
し
た
り
し
て
い
る

「
週
末
住
人
」
も
い
て
、
20
代
の
人
材
を
獲

得
す
る
仕
組
み
と
し
て
の
可
能
性
も
見
え

て
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
に
は
、新
た
な
「
週
末
住
人
」

を
募
集
し
、
町
で
の
仕
事
や
働
き
方
に
も

つ
な
げ
な
が
ら
、「
週
末
住
人
モ
デ
ル
」
を

人
材
還
流
の
仕
組
み
と
し
て
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

※
大
学
生
が
余
暇
時
間
を
使
っ
て
、半
年
間
繰
り

返
し
滞
在
し
、
自
身
の
興
味
関
心
を
探
求
し

な
が
ら
、町
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
制
度

◆
問
い
合
わ
せ
先　

	

企
画
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

▲

地
域
活
動
に
も
ど
ん
ど
ん
参
加
し
ま
す



22令和２年４月

お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
会

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
し
て
、
鳥

取
県
内
の
高
齢
者
同
士
の
交
流
の
輪
を
広

め
、
健
康
と
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ

く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
第
33
回
全

国
健
康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会
の
派
遣
選
手
選

考
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

鳥
取
県
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方
（
昭

和
36
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

◆
競
技
種
目　

　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、ペ
タ
ン
ク
、

ゴ
ル
フ
、
弓
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

囲
碁
、
将
棋
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

◆
開
催
日
時　

５
月
中
旬　

※
種
目
に
よ
っ
て
日
程
が
違
い
ま
す
。

◆
開
催
場
所　

鳥
取
県
西
部
地
区
を
中
心

に
開
催
予
定

◆
申
込
方
法　

参
加
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
締
切　

４
月
20
日
（
月
）

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
法
人
鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議

会
（
鳥
取
市
伏
野
１
７
２
９
‐
５
）

☎
０
８
５
７
‐
59
‐
６
３
３
２

　

本
町
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
児
童
の
福

祉
向
上
を
図
る
た
め
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

新
入
児
童
に
つ
い
て
一
人
あ
た
り
一
万
円

の
入
学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

大
山
町
に
住
所
の
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭

（
母
子
・
父
子
家
庭
）
の
児
童
が
、
新
し
く

小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
す
る
家
庭
で
、

養
育
者
の
前
々
年
（
平
成
30
年
）
分
の
所

得
税
が
非
課
税
の
方
（
生
活
保
護
世
帯
は

除
く
）。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の
、
お

よ
び
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
支
給
停
止
通

知
で
も
可
）
ま
た
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証
等
ひ
と
り
親
家

庭
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
。

※
証
明
書
等
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
〜
20
日
（
月
）

◆
申
請
先

　

福
祉
介
護
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
窓
口
室

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
介
護
課　☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

　

こ
の
た
び
中
学
校
・
高
等
学
校
・
専
門

学
校
な
ど
を
新
規
に
卒
業
さ
れ
る
方
の
う

ち
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
就
職
さ

れ
る
方
（
雇
用
契
約
の
あ
る
作
業
所
等
）

な
ど
に
、
次
の
と
お
り
就
職
促
進
奨
励
金

を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
額　

２
５
，０
０
０
円

◆
手
続
期
限　

４
月
30
日
（
木
）

◆
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

（
保
護
者
ま
た
は
世
帯
主
が
大
山
町
内
に

住
所
が
あ
る
方
）

○�

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方

○�

社
会
的
事
情
に
よ
り
就
職
が
著
し
く

阻
害
さ
れ
て
い
る
方

◆
申
請
先

　

福
祉
介
護
課 

人
権
推
進
室

※
申
請
用
紙
は
、
本
庁
住
民
課
、
各
支
所

総
合
窓
口
室
に
も
置
い
て
い
ま
す

◆
必
要
な
物

　

○
印
鑑

　

○
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

　

○
雇
用
証
明
書
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
介
護
課 

人
権
推
進
室

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
２
８
６

第
30
回
因
伯
シ
ル
バ
ー
大
会

出
場
者
募
集
！

ひ
と
り
親
家
庭
児
童

小・中
学
校
入
学
支
度
金

令
和
２
年
度
大
山
町

特
定
新
規
学
卒
者

就
職
促
進
奨
励
金

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会
が
相
談
会
を
開
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

４
月
24
日
（
金
）
18
時
〜
20
時

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

◆
場
所　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
第
１
会
議
室

◆
内
容　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
の
贈
与
・

売
買
、
商
業
登
記
、
借
金
・
多
重
債
務

問
題
な
ど
身
の
回
り
の
法
律
問
題

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４

◆
訓
練
科　

短
期
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

◆
訓
練
期
間　

５
月
11
日
（
月
）

〜
７
月
10
日
（
金
）

◆
訓
練
場
所　

米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

松
ヶ
枝
町
教
室
（
境
港
市
松
ヶ
枝
町
）

◆
募
集
人
員　

12
人

◆
募
集
期
限　

４
月
23
日
（
木
）
正
午

◆
応
募
資
格　

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

◆
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実

費
は
自
己
負
担
）

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

☎
０
８
５
９
‐
33
‐
３
９
１
１

求
職
者
支
援
訓
練

受
講
生
募
集
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お
知
ら
せ

大山チャンネル
４月の主な放送内容

6：00/9：00/12：00/15：00/17：00/18：00/

20：00/21：00/24：00

４/１〜、４/11〜、4/21〜
◆「PICK　UPだいせん」
　大山町のニュース、地域の出来事、暮らしに役立

つ情報などをピックアップ。大山町の“いま”が見

える話題を独自の視点でお届けします。

　特集コーナーでは、奮闘する町民の夢、地域の課

題や問題点、大山町に伝わるミステリーなど、バラ

エティあふれる企画をお送りします。

番組出演者大募集！
　“超住民主役型テレビ”を目指す大山チャンネルでは、

随時、番組に出演いただける方を募集しています。ナ

レーター、レポーター以外にも「オープニングのタイト

ルコール」「料理やイラストなどの特技を活かした企画」

「ロケに同行して○○にチャレンジ」など、町民のみなさ

んに関わっていただける企画をご用意していますので、

お気軽にお問い合わせください！

2020年４月より放送時間を変更！
　視聴者の方々からの意見を参考に、17 時枠、20 時枠

を追加します。

◆番組への情報提供・問い合わせ先
　株式会社アマゾンラテルナ鳥取大山ラボ

☎０８５８‐５８‐２３１８

＊�番組内容や最新情報については、大山町公式 LINE、番
組 facebook でご覧いただけます。

月
１
回
中
山
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
？

月
１
回
中
山
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
？

◆
４
月
上
映
作
品

「
人
生
を
し
ま
う
時と

き間
」

　

小
堀
鴎
一
郎
医
師
は
、
東
大
病
院
在
籍

時
に
は
名
外
科
医
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
。

そ
ん
な
小
堀
医
師
が
最
後
の
現
場
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
在
宅
に
よ
る
終

末
期
医
療
だ
。

　

医
師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

た
ち
は
、
患
者
や
家
族
た
ち
と
寄
り
添
い

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
難
問
に
向
き
合
う
。

そ
し
て
、
医
療
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

◆
場
所　

中
山
温
泉
生
活
想
像
館

　
　
　
　

わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先　

中
山
温
泉

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
３
３
０

◆
主
催
：
え
え
が
な
大
山
実
行
委
員
会

　

後
援
：
大
山
町
、
大
山
町
教
育
委
員
会

自
問
す
る
。
カ
メ
ラ
は
80
歳
の
小
堀
医
師

を
は
じ
め
、
在
宅
医
療
に
携
わ
る
人
々
に

密
着
し
、
そ
の
現
実
を
記
録
し
て
い
く
。

（
２
０
１
９
年
作
品
・
１
１
０
分
）

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
日
本
語
字
幕
付

◆
日
時　

４
月
11
日（
土
）
10
時
／
14
時
／

　
　
　
　

18
時
半　

3
回
上
映

◆
料
金　

大
人　

９
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児　

無
料

重
要
文
化
財

門
脇
家
住
宅
春
季

一
般
公
開
ご
案
内

【
公
開
日
時
】

　

５
月
２
日
（
土
）
〜
６
日
（
水
・
休
）

10
時
〜
16
時
30
分

【
入
館
料
】

　

一
般
５
０
０
円
（
各
種
割
引
あ
り
）

　

屏
風
・
掛
軸
等
の
門
脇
家
収
蔵
品
展

示
と
共
に
、
特
別
展
示
を
行
い
ま
す
。

【
特
別
イ
ベ
ン
ト
】

　

５
月
10
日
（
日
）
14
時
30
分
〜

「
雅
楽
を
門
脇
家
住
宅
で
聴
く
」

＊
出
演　

鳳ほ
う
め
い
の
う
た
ま
い

鳴
雅
楽
会

　

70
席
限
定（
要
予
約
）・
入
場
料
５
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先　

重
文
門
脇
家

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
４
０
６
２
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今月の税・保険料

軽自動車税	 （全期）

納期限４月30日（木）
※期限までに納めましょう

新型コロナ
ウイルス

関連情報は、
大山町ホームページに

特設サイトを
設けています。

https://www.daisen.jp/

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
、
深
刻
な
マ
ス
ク
不
足
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

買
い
物
に
出
か
け
た
と
き
に
は
、
マ
ス

ク
が
置
い
て
あ
る
棚
を
見
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
棚
は
い
つ
も
が

ら
ん
と
空
い
て
い
る
状
態
。

　

一
連
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
不
足
は

落
ち
着
き
ま
し
た
が
、
マ
ス
ク
は
ま
だ
ま

だ
時
間
を
要
す
る
よ
う
で
す
ね
。
我
が
家

の
在
庫
も
限
り
が
あ
る
の
で
、
ガ
ー
ゼ
素

材
で
布
マ
ス
ク
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　

布
マ
ス
ク
は
、
繰
り
返
し
洗
っ
て
使
え

る
の
が
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
自
分
好
み
に

工
夫
し
て
作
っ
て
、
マ
ス
ク
入
手
困
難
を

乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
４
月
。
広
報
が
皆
さ
ん
の
お

手
元
に
届
く
頃
、
桜
は
咲
き
始
め
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
マ
ス
ク
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
お
花
見
が
し
た
い
で
す
。　
（
ひ
ろ
）

編

集

後

記

私たちのまち（３月１日現在）

◯人　口；１６, １２７人（ー３０）

　　男　：　７, ８１４人（ー１７）

　　女　：　８, ３１３人（ー１３）

◯世帯数；５, ７４５世帯（ー１0）

《変更内容》
移管される業務 担当部署

公営住宅に関する業務

〔現行〕 ➡ 〔４月から〕

財務課 建設課	 ☎ 0859-53-3186

（本庁） （大山支所）

入札及び契約に関する業務

〔現行〕 ➡ 〔４月から〕

総務課 財務課	 ☎ 0859-54-5200

（本庁） （本庁）

国際交流に関する業務

〔現行〕 ➡ 〔４月から〕

企画課 社会教育課	☎ 0859-54-5212

（本庁） （教育委員会）

利用権設定及び農地中間
管理事業に関する業務

〔現行〕 ➡ 〔４月から〕

農林水産課 農業委員会	☎ 0858-58-6115

（中山支所） （中山支所）

●公営住宅
●入札及び契約
●国際交流
●利用権設定及び農地中間管理事業

　の担当部署が変更になります！

　住民サービスの向上と
業務の効率化を図るため、
令和２年４月より、現行
の担当部署について一部
変更を行うことといたし
ました。
　ご理解とご協力をお願
いします。

４月から


